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研究要旨 

薬剤耐性菌が健康被害に及ぼす危険性を評価する科学的根拠の提供を目的としてヒ

ト等から分離される食中毒菌を対象に、血清型別や薬剤感受性試験等の性状解析を行

うとともに、ヒト及びイヌ・ネコ糞便を対象に ESBL 産生菌の検索を行った。 

埼玉県内で 2014 年に分離され、供試したヒト（散発下痢症例及び健康保菌者）由来

サルモネラは 140 株で 37 血清型に型別された。薬剤耐性では 61 株（43.0％）が供試

した 16 薬剤のいずれかに対して耐性を示し、CTX 耐性株とフルオロキノロン耐性株が

それぞれ 1 株ずつ分離された。また、動物由来株として、伴侶動物のイヌ 102 頭、ネ

コ 29 頭および野生アライグマ 127 頭の検査を行い、ネコ 1頭およびアライグマ 3頭か

らサルモネラが分離された。イヌとネコの ESBL 産生菌の検索では 9株分離された。 

赤痢菌では、供試した S.sonnei 2 株中 1株がフルオロキノロン耐性で、インドへの

渡航歴のある患者からの分離であった。 

ヒト由来腸管出血性大腸菌は 220 株が分離され、薬剤感受性試験では、220 株中 17

株（7.7％）が供試薬剤のいずれかに耐性を示した。CTX 耐性株やフルオロキノロン耐

性株の分離はなかった。ヒト糞便からの ESBL 産生菌の検索では 37 検体中 6 検体から

分離された。 

食品の汚染実態調査では、県内の市場で購入した鶏肉、野菜等 105 検体を供試し、サ

ルモネラは鶏肉 12 検体中 3検体から、カンピロバクターは鶏肉 12 検体中 4検体、ESBL

は鶏肉 12 検体中 4検体並びに生カキ 7検体中 1検体から検出された。サルモネラおよ

びカンピロバクター分離株は供試薬剤のいずれかに耐性を示した。 

食鳥肉のフキトリ調査では、出荷前最終洗浄後のと体等の拭き取り検査を実施し、カ



ンピロバクターが 44 検体中 10 検体から、サルモネラは 1検体から分離された。 

Ａ．研究目的 

 近年、ヒトや食品等の周辺環境から分

離されるサルモネラや大腸菌などの食

中毒起因菌で、治療薬剤であるフルオロ

キノロン剤や第三世代セファロスポリ

ンに対して抵抗を示す耐性菌の出現や

増加が問題となっている。このような耐

性菌がどのような経路でヒトに感染す

るのか，健康被害に及ぼす危険性を評価

する科学的根拠の提供を目的としてヒ

ト、食品および伴侶動物等から分離され

る食中毒菌を対象に、血清型別や薬剤感

受性試験等の性状解析を行った。また、

ヒト及びイヌやネコの糞便を対象に

ESBL 産生菌の検索を行った。 

 

Ｂ.研究方法 

Ⅰ. 供試菌株 

1. ヒト由来 

埼玉県内で分離された散発下痢症例、

集団食中毒事例及び健康保菌者由来の

サルモネラ・腸管出血性大腸菌・カン

ピロバクター・赤痢菌を医療機関等の

協力を得て広く収集した。また、埼玉

県衛生研究所に搬入された糞便を

chromIDTM ESBL Agar(ビオメリュー社

製)に塗抹し、ESBL 産生菌の検索を行っ

た。 

2. 食品由来 

買い取りによる検体収集を行い、サル

モネラ・腸管出血性大腸菌・カンピロ

バクターの分離を検討し、調査に供し

た。また、食肉からの ESBL 産生菌の検

索も行った。 

3) 食鳥処理場由来 

食鳥処理場でのと体フキトリからの

サルモネラ・カンピロバクターの分離

を検討し、調査に供した。 

 4) 動物由来 

伴侶動物のイヌやネコに加え、「埼

玉県アライグマ防除実施計画」に基

づき捕獲された野性化アライグマの

サルモネラ分離を検討し、調査に供

した。イヌ･ネコについてはヒト同様

ESBL 産生菌の検索を行った。   

Ⅱ．薬剤感受性試験 

収集した菌株は米国臨床検査標準化

協会（CLSI）の抗菌薬ディスク感受性

試験実施基準に基づき、市販の感受性

試験用ディスク（センシディスク:BBL）

を用いて行った。サルモネラ、腸管出

血性大腸菌、赤痢菌はクロラムフェニ

コール(CP;30μg)、 ストレプトマイシ

ン(SM;10μ g)、テトラサイクリン

(TC;30μg)、カナマイシン(KM;30μg)、

アミノベンジルペニシリン (ABPC;10

μg)、ナリジクス酸(NA;30μg) 、セフ

ォタキシム(CTX;30μg)、シプロフロキ

サシン(CPFX;5μg) 、 ゲンタマイシン

(GM;10μg) 、ホスホマイシン(FOM;50

μg) 、 ノルフロキサシン(NFLX:5μ

g) 、 スルファメトキサゾール・トリ

メトプリム合剤(ST;25μg) の 12 薬剤

で、ヒト由来株についてはイミペネム

(IMP:10μg) 、アミカシン(AMK:30μ

g) 、メロペネム(MEPM:10μg) 、スル

フィソキサゾール(Su:250μg)の 4薬剤

を加えた 16 薬剤を供試した。カンピロ



バクターはテトラサイクリン(TC;30μ

g)、ナリジクス酸(NA;30μg) 、シプロ

フロキサシン(CPFX;5μg) 、ノルフロ

キサシン(NFLX:5μg) 、オフロキサシ

ン(OFLX:5μg) 、エリスロマイシン

(EM:15μg)の 6薬剤を供試した。 

 

Ｃ．研究結果 

（１）ヒト由来サルモネラ 

埼玉県内で 2014 年に、散発下痢症患

者及び食品従事者の検便などにおいて

健康者から分離されたサルモネラの血

清型別分離状況を表１に示した。分離さ

れた 142 株は型別不能を除き 37 血清型

に型別され、S.Enteritidis が 18 株と

最も多く分離された。次いで S. 

ThompsonとS.Infantisが12株であっ

た。 

この 142株について薬剤感受性試験を

実施した結果、供試した 142 株のうち

61 株 (43.0％)が 16 薬剤のいずれかに

耐性を示した。最も多く分離された S. 

Enteritidisは 18 株中 6株(33.3％）が

耐性を示した。S. Schwarzengrundは供

試 10 株全てが耐性を示した。 

分離株の区分別耐性パターンを表 2に

示す。NA 耐性が 11 株と最も多く、次い

で SM・TC・KM・Su 耐性が 10 株、SM・TC・

ABPC・Su 耐性が 8株であった。また、4

剤以上の薬剤に耐性を示す株が 27 株分

離され、そのうち第 3世代セフェム系薬

剤である CTX に対する耐性菌が 1株、フ

ルオロキノロン剤耐性株が 1 株分離さ

れた（表 3）。CTX 耐性菌は CP・SM・TC・

KM・ABPC・CTX の 6薬剤に耐性を示す血

清型 S.Blockley であり、その保有耐性

遺伝子は CTX-M-15 であった。フルオロ

キノロン耐性株は､CP・SM・TC・ABPC・

NA・CPFX・NFLX・SXT・Su の 9薬剤に耐

性を示す血清型 S.Kentucky であり、そ

の MLST 型は ST198 であった。 

（２）動物由来サルモネラ 

イヌ、ネコおよび野生化アライグマの

サルモネラ保菌状況調査の結果を表 4

に示す。イヌは 102 頭のいずれからも分

離されなかったが、ネコは 29 頭中 1 頭

（3.4%）から分離され、血清型は

S.Nagoya であった。薬剤感受性は 、供

試した 16 薬剤に対して感受性を示した。

野生化アライグマは127頭中3頭(2.4%)

の便からサルモネラが分離された。その

血清型はそれぞれ異なっていた。薬剤感

受性は、血清型 O4:i:－が SM・TC・ABPC

の 3剤に耐性であった。 

（３）動物由来 ESBL 産生菌 

ESBL産生菌の検索ではイヌ100頭中8

頭（8.0％）から 8株、ネコ 26 頭中 1頭

（3.8％）から 1 株分離され、菌種は全

て E.coli であった（表 5）。イヌ由来

株 は CTX-M-1group あ る い は

CTX-M-9group のいずれかを、ネコ由来

株は CTX-M-1group の耐性遺伝子を保有

していた。ディスク法による感受性試験

では、フルオロキノロン剤にも耐性を示

す株がイヌ由来で 4株、ネコ由来で 1株

確認された。 

（４）赤痢菌 

赤痢菌では、供試した S.sonnei 2 株

中 1株がフルオロキノロン耐性で、イン

ドへの渡航歴のある患者からの分離で

あった（表 6）。 

（５）腸管出血性大腸菌 



埼玉県内で 2014 年に、ヒトから分離さ

れた腸管出血性大腸菌の血清型別分離状

況を表 7に示した。分離された 220 株で

最も多く分離された血清型は、O157:H7 

(VT1&2 産生)が 158 株、次いで、O157:H7 

(VT2 産生)が 24 株、O26:H11 (VT1 産生)

が 12 株の順であった。分離 220 株の薬剤

感受性試験の結果、供試した 16 薬剤のい

ずれかに耐性であったのは 17 株（7.7%)

であった（表 8）。耐性株の耐性パターン

は 13 パターンに分かれた。最も多かった

のは SM・TC・Su 耐性で 3株が該当した。。 

（７）ヒト由来 ESBL 産生菌 

ESBL 産生菌の検索では 37検体中 6検

体から 6株が分離された（表 9）。その

菌種は全て E.coli で、そのうち

CTX-M-9group 保 有 株 が 4 株 、

CTX-M-1group 保有株が 2 株であった。

ディスク法による感受性試験では、

CTX-M-9group保有株の2株がCTXのみ

ならずフルオロキノロン剤に耐性を

示し、その血清型は O86a と OUT であ

った。 

（８）カンピロバクター 

2014 年に食中毒疑いで搬入された 17

事例の臨床材料から分離したカンピロ

バクターは 39 株で、すべて C.jejuni で

あった（表 10）。薬剤感受性試験では

39 株中 30 株（76.9%）が供試した 6 薬

剤のいずれかに耐性を示し、そのうち

23 株がフルオロキノロン剤耐性であっ

た。 

（９）食品からの分離 

2013年6月から2014年1月にかけて、

埼玉県内の市場等で食肉、食鳥肉、内臓

肉及び漬物、計 105 検体を購入し、腸管

出血性大腸菌、サルモネラ、カンピロバ

クターの検査を行った。その結果、サル

モネラは鶏肉 12 検体中 5 検体から、カ

ンピロバクターは鶏肉 12 検体中 4 検体

から検出された。腸管出血性大腸菌はい

ずれの検体からも検出されなかった（表

11）。検出されたサルモネラの血清型は

S.Schwarzengrund と S.Manhattan であ

り、薬剤感受性では供試した 16 薬剤の

いずれかに耐性であった。 また、カン

ピロバクターはC.jejuniが3株、C.coli

が 1 株であり、フルオロキノロン剤に対

して耐性を示した。 

食肉からの ESBL 産生菌の検索では、

ESBL は鶏肉 12検体中 4検体並びに生カ

キ 7検体中 1検体から検出された。（表

12）。ESBL 産生菌が分離された鶏肉 4

検体派の産地は国産 3検体、ブラジル産

1検体であった。 

（１０）食鳥処理場由来 

食鳥処理場での出荷前最終洗浄後の

と体等の拭き取り検査で、カンピロバ

クターが 44 検体中 10 検体から、サル

モネラは 1 検体から分離された。薬剤

感受性ではカンピロバクターでは供試

16 薬剤のいずれにも感受性であった。

サルモネラでは KM・GM に耐性を示した

（表 13）。 

 

D.考察 

2014 年に県内で分離されたヒト由来

サルモネラ 142 株で供試した 16 薬剤の

いずれかに対して耐性を示したのは 61

株（43.0%）であり、2012 年（35.7%）

2013 年（35.1%）と比較して耐性率の上

昇が見られた。CTX 耐性株とフルオロキ



ノロン剤耐性株が 1 株ずつ分離された。 

S.Blockley は、以前は、埼玉県内にお

いて検出数も多く耐性率の高い血清型

であったが、2009 年から 2014 年にかけ

てわずか 2 株しか分離されておらず、1

株は供試薬剤に感受性であった。フルオ

ロキノロン剤耐性の S.Kentucky は、県

内での検出は2009年から2014年にかけ

てわずか 1株であったが、アフリカ東部

からヨーロッパやアメリカ等に拡がり

をみせている多剤耐性の S.Kentucky と

同じ MLST 型 ST198 であった。今後とも

病原体サーベイランスを通じてその動

向を注視する必要がある。 

動物由来では、ネコや野生化アライグ

マから 4 株のサルモネラが分離されたが、

1 株を除き供試薬剤すべてに感受性であ

り、フルオロキノロン剤や CTX に対して

耐性を示す株は分離されていない。しか

し、伴侶動物のイヌやネコ、ヒトの生活

圏を浸食する野生化アライグマについて

今後も監視していく必要がある。 

赤痢菌で 2013 年に引き続きフルオロ

キノロン剤耐性株が分離され、インドへ

の渡航歴があった。このような海外から

の持ち込みに関して、更なる情報収集の

強化を図る必要がある。 

腸管出血性大腸菌は、供試 16 薬剤に対

する耐性率は 7.7%と 2013 年の 19.8%や

2012 年の 19.4%と比べて低下した。これ

は保育園集団事例での分離株が感受性で

あった影響があった。 

ヒトやイヌおよびネコの糞便を材料と

したESBL産生菌の検索でヒトで16.2％、

イヌでは 8.0%、ネコでは 3.8%の検体から

分離された。昨年に引き続きディスク法

による感受性試験で、CTX のみならずフ

ルオロキノロン剤に耐性を示す株が、複

数株検出されていたことから引き続き監

視する必要があると考えられた。 

 

E.結論 

ヨーロッパやアメリカでその拡がりが

危惧される MLST 型 ST198 の S.Kentucky

が初めて県内で確認され、フルオロキノ

ロン系薬剤やセフェム系薬剤の耐性株の

検出も続いていることから、健康被害に

及ぼす危険性を評価する科学的根拠の提

供を目的として、今後とも耐性菌の動向

調査を継続していくことが重要である。 

 

F.健康危機情報 

サルモネラ感染事例において、CTX 耐

性菌やフルオロキノロン剤耐性株が分離

された。これらの発生動向等に注意を払

う必要がある。 
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